
（別紙３）

～ 令和　8　年　3　月　3　日

（対象者数） 11人 （回答者数） 9人

～ 令和　8　年　3　月　3　日

（対象者数）
8人

（回答者数）
8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

3

改善に向けて必要な取組や工

夫が必要な点等

1

まずは地域の自治会との交流を行

い様々なイベント等にも参加出来

るようにしていきたい。

2

3

職員間のチームワークが強く、随時情報の

更新をする事で児童に対する支援方法など

がいつでも統一化出来ている。

引継ぎ時であった保護者との話や、事前打ち合わせ、活

動後のミーティングなどあらゆる事をグループLINEに流

し共有漏れが無いようにしている。

○事業所名 あしたも笑顔　北綾瀬

○保護者評価実施期間
令和　8　年　２　月　9　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　8　年　2　月　9　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
　　　令和　8　年　3　月　　10　　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待される

こと

工夫していることや意識的に行っている取組等

様々な年代の職員を配置出来ており、支援

に対して様々な視点でアプローチする事が

出来ている。

多機能型事業所の為、児童発達と放課後等

デイサービスで児童が分かれており、どち

らに対しても手厚く職員配置を行うことが

できている。

児童発達、放課後デイどちらの時間もフロアを広く使う

ことが出来る為、体を大きく使うレクリエーション活動

が充実している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われる

こと

事業所として考えている課題の要因等

定期的に児童発達児童と放デイの児童が

関わりを持つことが出来る。

体の大きさが違う児童が一緒に活動するため、いつも以

上に衝突などに気を付けている。

地域交流の少なさや連携不足。
同法人内他事業所との交流はあるものの、他法人の事業

所や地域との連携には消極的になってしまっている。

事業所における自己評価総括表【児童発達支援】公表



（別紙３）

～ 令和　8　年　3　月　3　日

（対象者数） 24人 （回答者数） 20人

～ 令和　8　年　3　月　3　日

（対象者数）
8人

（回答者数）
8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

4

改善に向けて必要な取組や工

夫が必要な点等

1

まずは地域の自治会との交流

を行い様々なイベント等にも

参加出来るようにしていきた

い。

2

3

職員間のチームワークが強く、随時情報

の更新をする事で児童に対する支援方法

などがいつでも統一化出来ている。

引継ぎ時であった保護者との話や、事前打ち合わ

せ、活動後のミーティングなどあらゆる事をグルー

プLINEに流し共有漏れが無いようにしている。

○事業所名 あしたも笑顔　北綾瀬

○保護者評価実施期間
令和　8　年　２　月　9　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　8　年　2　月　9　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8　年　3　月　10　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待される

こと

工夫していることや意識的に行っている取組等

様々な年代の職員を配置出来ており、支

援に対して様々な視点でアプローチする

事が出来ている。

多機能型事業所の為、児童発達と放課後等

デイサービスで児童が分かれており、どち

らに対しても手厚く職員配置を行うことが

できている。

児童発達、放課後デイどちらの時間もフロアを広く使う

ことが出来る為、体を大きく使うレクリエーション活動

が充実している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われる

こと

事業所として考えている課題の要因等

定期的に児童発達児童と放デイの児童が

関わりを持つことが出来る。

体の大きさが違う児童が一緒に活動するため、いつも以

上に衝突などに気を付けている。

地域交流の少なさや連携不足。

同法人内他事業所との交流はあるものの、他法人の

事業所や地域との連携には消極的になってしまって

いる。

事業所における自己評価総括表【放課後等デイサービス】公表


